
 
 
 
平成 29年 7月 27 日に開催されたリーダー育成研修の様子です。 
すまいるホーム上津／すまいるホーム上津・弐番館／デイサービスセンターすまいる上津の職員合同で「ど
んな施設にしたいか？」をテーマに具体的話し合いプレゼンを行い、ご指導をして頂きました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

 

●利用者様の介助（介護）を行う為に知識・技術はもちろんだが、一番必要な事は意識と教えて頂きました。
確かにどんなに知識や技術が優れていても、利用者様を意識せず、介助・介護していたら一番大切な変化
に気付く事ができないからです。これからも一番に意識をもって仕事する。利用者様がどんな思いで暮らし
ているかを考えられる職員になりたいです。 
そして、すまいるホーム上津・弐番館すべての職員が皆同じようになれたら良いと思いました。利用者様と
スタッフが皆笑顔で過ごせるホームになりたいと考えています。 

 
●季節感や達成感や五感を刺激する事や植物等を育てる（成長）を楽しんで頂けるような環境作りをする。

気持ちが動く、意欲が高まる、肌が暑さ寒さ匂いを感じると普段当たり前に感じることができる環境作りを
したい。 

 
●すまいるで人生最後の１ページをスタートし、すまいるで最後を迎えていただく時に“すまいるでよかった”

と思って頂けるよう、私たちにできる精一杯を尽くしたいです。 
 
●連携がはかれないと良い介護は出来ないと思うので必ず、報告・連絡・相談を常に心にいれて仕事をし、し

忘れがないようにしないといけないと思いまいした。今、出来ていないスタッフにもなぜ大切か１つ１つ教え
納得して頂けるような指導を行う。習う側も教える側も意識がないと良いケアを受け継げないと思いまし
た。 


